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１．はじめに 

第二次健康長寿しまね推進計画（島根県健康増進計

画）では、平均寿命や65歳の平均自立期間の延伸、二

次医療圏間の格差縮小を目標に掲げ、様々な取り組み

を展開してきたが、2017年度（平成29年度）に実施し

た中間評価の結果では依然として地域の健康状況に格

差がみられた。その背景には、食生活をはじめとした生

活習慣の違いによる影響が考えられるが、現在はこれ

を明らかにできる地域間で比較可能な情報がない。 

そこで、島根県の健康課題の背景にある食習慣等の実

態を継続的に把握・評価する手法を検討するため、国民

健康・栄養調査に用いられている手法である「食事記録

法」と、簡便な栄養調査として近年自治体での活用が広

がっている「簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ）」に

よる調査を同時に実施し、結果について比較検討した。 

２．方法 

２．１ 調査対象 

 2016年（平成28年）国民健康・栄養調査の対象とな

った県内10地区において、1日分の食事記録法による

調査を行った20歳以上の参加者651名のうち、協力の

同意が得られた622名にBDHQによる食事調査を同時に

実施した。 

２．２ 解析対象

１日の食事記録法とBDHQの両方に回答し欠損値がな

かった559名のうち、40～60歳代の男性150名、女性

193名を解析対象とした。 

２．３ 解析方法

解析は全て男女別に行い、2つの方法から得られた

28の栄養素等摂取量（粗値）及び、15の食品群の摂

取量（粗値）について解析した。 

（a）平均値の比較  

 対応のないｔ検定 

（b）関連性 

スピアマン順位相関係数、及び四分位の一致率 

（c）BDHQの質問票への回答と食塩摂取量の関連性 

スピアマンの順位相関係数 

３．結果 

３．１ エネルギーおよび栄養素等摂取量（粗値）の

比較【表１】 

 １日の食事記録法と BDHQ から推定された 28 の栄養

素等摂取量についてみると、平均値は、男性 21、女性

18の栄養素等で有意差がなかった。また、男性24、女

性27の栄養素等で有意な正の相関を示した。四分位の

「完全＋隣接一致率」が70%を超えたのは、男性15、女

性20の栄養素等であった。 

３．２ 食品群別摂取量（粗値）の比較【表２】

 １日の食事記録法と BDHQ から推定された 15 の食品

群の摂取量についてみると、平均値は、男女とも９の食

品群で有意差がなかった。また、男性12、女性14の食

品群で有意な正の相関を示した。四分位の「完全＋隣接

一致率」が70%を超えたのは、男性10、女性11の食品

群であった。 

３．３ BDHQの回答と食塩摂取量との関連【表３】 

 BDHQ の質問票への回答状況と BDHQ で得られた食塩

摂取量は有意な相関を示すものが多く、特に「魚の干

物・塩蔵魚・魚介練り製品」「脂がのった魚」「いも」

「海草」「焼き魚」「和風肉料理」は男女とも相関がみ

られた。 

４．考察 

 １日の食事記録法とBDHQから推定された栄養素等摂

取量（粗値）は、多くの栄養素等で平均値に有意差がな

く、また、有意な正の相関を示すものが多かった。さら

に四分位の「完全＋隣接一致率」も高い傾向にあった。 

食品群別摂取量（粗値）では、平均値には差がみられ

たものの有意な相関を示すものが多く、四分位の「完全

＋隣接一致率」も高い傾向にあった。 

 このことから、BDHQ は、比較した多くの栄養素等摂

取量および食品群別摂取量で、集団の摂取量について

１日の食事記録法と同程度のランク付けが可能である

ことが示唆された。 
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 一方、平均値の比較では、特に、食品群別摂取量につ

いて有意差がみられるものが多く、また、相関係数も低

い傾向のものがあった。これは、BDHQ が過去１か月間

の食習慣を反映するのに対し、食事記録法は１日分の

調査であり、２つの手法で観察時点が異なることが原

因と考えられた。 

 また、食品群別食塩摂取状況（20 歳以上）について

みると、2016年（平成28年）国民健康・栄養調査1）で

は、島根県は全国と比べ、しょうゆ、味噌、魚介加工品

からの食塩摂取が多い傾向にあった。今回の解析で行

ったBDHQの質問票と食塩摂取量の関連においても、魚

の干物･塩蔵魚･魚介練り製品や、調理にしょうゆを使

う食材や料理の項目で相関が強かったため、今後の減

塩対策において、これらの質問票への回答状況が啓発

やモニタリングに活用できると考えられた。 

５．まとめ 

 １日の食事記録法とBDHQが、集団の摂取量に対して

同程度のランク付けが可能であることが示唆された。

これより、食事記録法と比較して、簡便でより多くの対

象者に実施できるBDHQの活用が市町村に広がれば、食

習慣の地域差をより詳細に分析することができると考

えられる。 

また、BDHQ の質問票への回答状況から、食品や料理

のとり方などの傾向が分かり、より実態に即した効果

的な啓発活動や摂取状況の簡易なモニタリングが可能

になると考えられる。 

＊本研究成果は、第 76 回、第 77 回公衆衛生学会総会

においてポスター発表した。 
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平均 標準偏差 平均 標準偏差 ％  p CC p
完全
一致

完全+
隣接一致

正反対 平均 標準偏差 平均 標準偏差 ％  p CC p
完全
一致

完全+
隣接一致

正反対

1 エネルギー(kcal) 2210 566 2149 598 -3 0.31 *** 33 68 7 1687 414 1625 477 -4 0.26 *** 27 63 14
2 たんぱく質(%energy) 14.7 3.1 14.4 2.7 -1 0.25 *** 36 69 7 15.5 3.2 16.3 2.9 5 * 0.21 ** 31 74 10
3 脂質(%energy) 24.2 7.4 23.9 6.1 -1 0.20 * 29 63 9 26.8 7.1 27.6 5.5 3 0.33 *** 31 75 7
4 飽和脂肪酸(%energy) 6.2 2.3 6.1 1.9 -1 0.18 * 25 70 3 7.0 2.4 7.4 1.8 5 0.31 *** 27 72 6
5 炭水化物(%energy) 53.9 9.2 52.2 9.0 -3 0.34 *** 39 71 6 57.6 7.7 54.0 7.9 -6 *** 0.35 *** 34 79 7

6 たんぱく質(g) 80.2 25.1 77.9 28.0 -3 0.30 *** 33 69 5 65.5 21.6 66.2 23.4 1 0.23 ** 27 73 9
7 動物性たんぱく質(g) 44.1 20.1 45.2 21.7 2 0.27 ** 33 69 5 35.1 17.5 38.6 17.7 10 0.24 ** 31 74 8
8 植物性たんぱく質(g) 36.1 11.5 32.7 10.3 -9 ** 0.39 *** 33 78 7 30.4 10.6 27.6 9.2 -9 ** 0.27 *** 34 73 10
9 総脂質(g) 60.6 26.1 57.2 23.1 -6 0.14 26 64 8 50.9 19.4 50.0 18.5 -2 0.22 ** 32 70 10

10 飽和脂肪酸(g) 15.5 7.6 14.7 6.7 -5 0.18 * 27 67 7 13.4 5.9 13.4 5.3 0 0.21 ** 30 70 10
11 n6系多価不飽和脂肪酸(g) 10.6 5.1 11.2 4.1 6 0.13 26 66 10 8.9 4.0 9.5 3.5 6 0.21 ** 25 68 8
12 n3系多価不飽和脂肪酸(g) 2.6 1.6 3.0 1.5 19 ** 0.21 * 28 70 10 2.2 1.4 2.6 1.1 19 ** 0.24 ** 31 70 7
13 コレステロール(mg) 387 189 440 178 14 * 0.33 *** 37 75 7 323 172 376 172 16 ** 0.24 ** 32 70 7
14 炭水化物(g) 294.3 80.6 280.4 90.0 -5 0.45 *** 38 81 4 233.9 61.9 218.9 68.2 -6 * 0.29 *** 26 72 7
15 食物繊維(g) 16.3 7.5 12.3 5.2 -25 *** 0.34 *** 37 75 3 15.0 6.8 11.7 4.8 -22 *** 0.30 *** 30 69 5
16 ビタミンA（μｇRE） 746 1722 684 361 -8 0.07 28 63 11 518 423 677 360 31 *** 0.31 *** 27 74 6
17 β-カロテン当量(μg) 4598 4196 3427 2463 -25 ** 0.16 * 29 68 9 3942 3360 3851 2591 -2 0.35 *** 37 76 6
18 ビタミンD(μg) 8.6 8.1 17.1 11.9 99 *** 0.28 *** 35 74 7 7.5 8.3 15.0 9.9 100 *** 0.15 * 29 69 9
19 ビタミンE(mg) 7.2 3.7 7.5 3.0 4 0.23 ** 31 69 10 6.6 3.1 7.0 2.7 6 0.24 ** 36 70 8
20 ビタミンK(μg) 289 204 295 176 2 0.31 *** 33 73 5 246 209 276 164 12 0.33 *** 33 73 6
21 ビタミンB1(mg) 0.90 0.35 0.81 0.31 -10 * 0.13 21 66 10 0.78 0.33 0.74 0.27 -6 0.17 * 30 69 8
22 ビタミンB2(mg) 1.22 0.53 1.34 0.48 9 0.36 *** 37 73 5 1.10 0.44 1.22 0.45 11 ** 0.28 *** 32 76 8
23 葉酸(μg) 339 223 333 138 -2 0.39 *** 37 74 5 296 141 316 139 7 0.36 *** 34 77 6
24 ビタミンC(mg) 99 69 106 56 7 0.41 *** 39 80 7 108 70 113 57 5 0.34 *** 33 76 6
25 カルシウム(mg) 544 263 554 253 2 0.32 *** 33 72 6 531 242 535 228 1 0.36 *** 36 74 7
26 カリウム(mg) 2518 985 2657 1040 6 0.30 *** 32 71 6 2360 916 2490 970 6 0.27 *** 35 68 6
27 鉄(mg) 9.1 4.3 8.2 3.2 -9 0.38 *** 38 75 7 7.8 3.1 7.5 2.9 -4 0.23 ** 33 70 8
28 食塩(g) 11.3 4.8 11.8 3.6 4 0.24 ** 32 65 7 9.6 4.0 9.6 2.8 -1 0.12 25 68 10

中央値 -1 0.29 33 70 7 4 0.26 31 72 8
平均値 2 0.27 32 71 7 6 0.26 31 72 8

％： (BDHQ-DR)/DR*100
ｐ：1DRとの比較による有意差　 *<0.05、**<0.01、***<0.001（対応のない ｔ 検定）

Spearman 四分位の一致率(%)

男　　性 女　　性

栄養素等
1DR 1BDHQ Spearman 四分位の一致率(%) 1DR 1BDHQ

【表１】1日の食事記録法とBDHQから推定されたエネルギーおよび栄養素等摂取量（粗値）の比較 
                     （男性150名、女性193名、40代～60代、島根10地区、2016年)
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【表２】1 日の食事記録法と BDHQ から推定された食品群別摂取量（粗値）の比較 
                    （男性 150 名、女性 193 名、40 代～60 代、島根 10 地区、2016 年)

平均 標準偏差 平均 標準偏差 ％  p CC p
完全
一致

完全+
隣接一致

正反対 平均 標準偏差 平均 標準偏差 ％  p CC p
完全
一致

完全+
隣接一致

正反対

1 穀類 522.6 165.2 494.7 199.1 -5 0.52
***

49 82 5 356.1 117.7 329.4 124.9 -7
*

0.44
***

40 80 5

2 いも類 60.3 67.6 50.3 51.6 -17 0.07 25 63 11 55.1 62.1 55.2 49.7 0 0.24 ** 31 70 7

3 砂糖・甘味料類 7.3 9.4 6.0 5.2 -19 0.21 * 33 73 8 7.1 8.9 4.7 3.1 -33 ** 0.08 21 65 9

4 豆類 87.6 95.8 81.3 53.9 -7 0.29 *** 31 73 7 79.2 87.7 77.0 53.9 -3 0.23 ** 27 73 9

5 緑黄色野菜 105.4 97.2 91.1 68.4 -13 0.31 *** 35 74 8 99.3 96.5 99.0 66.7 0 0.39 *** 35 77 3

6 その他の野菜 271.1 142.6 179.1 106.1 -34
*** 0.09 33 60 9 212.2 132.5 167.5 91.4 -21 *** 0.27 *** 30 74 7

7 果実類 66.8 93.6 89.8 78.2 34
* 0.39 *** 33 79 2 121.7 120.2 107.6 83.2 -12 0.40 *** 36 78 5

8 魚介類 93.5 80.3 93.3 61.4 0 0.29 *** 33 71 7 76.1 73.9 78.5 49.5 3 0.21 ** 25 68 8

9 肉類 111.4 82.9 77.9 49.0 -30
*** 0.17 * 29 64 8 71.2 52.3 63.2 37.1 -11 0.24 ** 30 70 8

10 卵類 45.6 33.6 50.8 28.7 11 0.40 *** 38 75 4 39.7 31.6 40.0 26.7 1 0.29 *** 31 75 6

11 乳類 77.9 112.3 112.7 114.5 45
** 0.56 *** 35 89 1 119.4 117.9 127.1 94.6 6 0.49 *** 37 84 5

12 油脂類 10.5 9.4 11.3 6.2 8 0.23 ** 34 71 11 8.7 7.2 8.7 4.4 0 0.22 ** 32 67 6

13 菓子類 25.7 55.3 43.7 42.0 70
** 0.32 *** 27 68 2 29.4 40.5 52.1 42.3 77 *** 0.21 ** 28 78 7

14 嗜好飲料類 906.5 570.6 837.7 427.0 -8 0.38 *** 33 75 5 681.1 351.8 538.4 297.1 -21 *** 0.18 * 28 69 10

15 調味料類 102.1 88.7 258.5 121.4 153
*** 0.15 28 68 9 92.9 91.3 175.2 75.8 89 *** 0.22 ** 29 71 8

中央値 -5 0.29 33 73 7 0 0.24 30 73 7
平均値 13 0.29 33 72 6 4 0.27 31 73 7

％： (BDHQ-DR)/DR*100
ｐ：1DRとの比較による有意差　 *<0.05、**<0.01、***<0.001（対応のない ｔ 検定）

女　　性
四分位の一致率(%) 1BDHQ Spearman

男　　性
四分位の一致率(%)食品

（g）

1DR 1BDHQ Spearman 1DR

【表３】BDHQ の質問票への回答と食塩摂取量の関連 
                    （男性 150 名、女性 193 名、40 代～60 代、島根 10 地区、2016 年)
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